
状況に応じた危険予測ができ、

適切な行動選択をすることのできる生徒の育成
―デジタル地図検索機能を活用したグループワークを通して―

【 課題 】
○より実生活に生かせ
るよう、不慣れな場
所や初見の場面にお
いても、的確な行動
選択ができるよう、
危険予測の意識を日
常的に高くもたせる
必要がある。

【 成果 】
○ICT端末を活用し、立体的に場所や場面を捉えることで、
より多面的に危険予測することができ、適切な行動選択を
するための考え方を身に付けることができた。

○グループワークを通して、様々な観点の捉え方を共有する
ことができた。特に、考えの根拠を提示することで、自他
の意見が比較でき、他者のよいところを自分に取り入れ実
生活に生かしていこうとする姿勢が見られた。
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・デジタル地図検索機能で、場面を様々な角度から立体的に分析する
・表計算ソフトで意見の根拠を即時的に共有し、比較する

・意見を共有し、場面を多面的に捉える
・話し合いを通して自他の意見をまとめ、
グループの意見とその根拠を提示する

目指す生徒像

・日常生活の交通の場面において、状況に応じた危険予測ができる生徒
・交通事故を回避できるよう、適切な行動選択のできる生徒

生かす

比較・分析
する

共有する

知る・学ぶ

【生徒の実態】 【教師の願い】

自分本意な運転を優先してしまい、 自己管理能力を育成し、
リスクの高い行動をしてしまっている。 適切な行動選択を促したい！
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